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Recommended Japanese names for Ludwigia decurrens and L. longifolia, 
both of which are known as “Amerika-mizukinbai”

Shinya HIEDA1, Shuji UYEMURA2 and Naohiko NOMA3

Abstract: Ludwigia decurrens, sect. Pterocaulon （Onagraceae）, has two Japanese names, “Hire-tagobo” 
and “Amerika-mizukinbai.” Ludwigia longifolia is known as “Nagaba-mizukinbai” and also as “Amerika-
mizukinbai.” Thus, the Japanese name “Amerika-mizukinbai” is used for two different species. Murata （1955） 
named L. decurrens “Hire-tagobo,” and Okuyama （1957） named it “Amerika-mizukinbai;” these two names 
were given for L. decurrens contemporaneously. Tachibana （1971） was the first to use the Japanese name 
“Amerika-mizukinbai” for L. longifolia. Saiki （2016） renamed L. longifolia “Nagaba-mizukinbai”. Both 
species are described in the horticultural literature, but in at least one case photographs of L. longifolia have been 
misidentified as “L. decurrens” or “L. bonariensis”. In this paper, we propose that “Hire-tagobo” and “Nagaba-
mizukinbai” be adopted as the Japanese names for L. decurrens and L. longifolia, respectively.

抄録︰アカバナ科チョウジタデ属ヒレタゴボウ節植物の和名として，Ludwigia decurrens にはヒレタゴ
ボウとアメリカミズキンバイ，L. longifolia にはナガバミズキンバイとアメリカミズキンバイが知られ
るように，和名アメリカミズキンバイは両種に用いられている．Ludwigia decurrens は，村田 （1955） 
によりヒレタゴボウ，やや遅れて奥山 （1957） によりアメリカミズキンバイと命名された．Ludwigia 
longifolia をアメリカミズキンバイとした最初の文献は立花 （1971） と考えられる．また，斎木 （2016） 
は，L. longifolia の和名として，新たにナガバミズキンバイと命名した．園芸の文献には両種とも掲載さ
れているが，L. longifolia と考えられる写真に L. decurrens や L. bonariensis と表記しているケースもみ
られた．本稿では L. decurrens により古く，多くの図鑑類で採用されているヒレタゴボウ，L. longifolia 
にはヒレタゴボウの別名とされることが多いアメリカミズキンバイではなく，ナガバミズキンバイと
することを提案した．
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序文

チョウジタデ属 Ludwigia L., ヒレタゴボウ節 Pterocaulon T. P. Ramamoorthy の植物には，アメリカ大陸を原産
とする5種が知られている （Ramamoorthy, 1979; Ramamoorthy and Zardini, 1987; Wagner et al., 2007）．日本では，L. 
decurrens Walt. と L. longifolia （DC.） H. Hara の野生化が知られている （斎木 , 2016）．

Ludwigia decurrens には2つの和名が知られている．1つ目がヒレタゴボウで，2つ目がアメリカミズキンバイで
ある．一方，L. longifolia の和名としてもアメリカミズキンバイが用いられていることから （立花 , 1971; 1994），
近年，斎木 （2016） は L. longifolia をナガバミズキンバイと新称した．本稿では，L. decurrens と L. longifolia の和
名について整理した．
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学名の変遷

de Candolle （1824） が記載した J. 
longifolia DC. は，Hara （1953） が ミズ
キンバイ属 Jussiaea L. とチョウジタ
デ属 Ludwigia L. を合一したことで，
L. longifolia （DC.） H. Hara. とされた．
ま た，Walter （1788） は L. decurrens 
Walt. を記載した一方で，de Candolle 
（1828） も J. decurrens DC. を記載し
た．Munz （1942; 1961） はそれらの種
を J. decurrens （Walt.） DC. として扱っ
た．後のモノグラフ （Raven, 1963; 
Wagner et al., 2007） やフロラ （Munz, 
1965） では，L. decurrens Walt. として
扱われた．

Ludwigia decurrens の和名

村田 （1955） は1955年に愛媛県松山
市で採集された標本を J. decurrens （Walt.） DC. と同定し，和名としてヒレタゴボウを新称した．一方で，奥山 
（1957） は1954年に徳島県沖洲町（現・徳島市）で採集された標本を J. decurrens DC. と同定し，和名としてアメ
リカミズキンバイを新称した（文中では，村田 ［1955］ を参照していない．また，参考文献として挙げられてい
る阿部 ［1955］ には，本種は取り扱われていない）．このように，L. decurrens （J. decurrens） には，比較的近接し
た時期に2つの和名，ヒレタゴボウとアメリカミズキンバイが新称されている．
以降，さまざまな文献で用いられている L. decurrens の和名リストを，Table 1 に示す．奥山 （1958） は，アメ
リカミズキンバイを採用し，1921年に高知県で採集された標本に基づいて四国への侵入は戦前であると述べた．
山中 （1966） は，ヒレタゴボウを採用し，高知県高知市内では戦後に確認され，数年で急に繁茂が見られるよう
になり，多いところでは開花期に田が黄色く見えることがあると報告した．また，難波 （1967） は，ヒレタゴ
ボウを採用し，1962年に岡山県吉備郡高松町一軒屋（現・岡山市）の水田での採集を報告した．小松崎 （1966） 
は，ヒレタゴボウを採用し，1966年に千葉県の印旛沼の干拓地（京成電鉄臼井駅周辺：現・佐倉市）で確認
し，本州の関東以南の暖地にも恐らく侵入しているであろうと記述した．これに加え，本種の花がミズキンバ
イ L. peploides （Kunth） P. H. Raven subsp. stipulacea （Ohwi） P. H. Raven （sect. Jussiaea （L.） Hoch, W. L. Wagner, & P. H. 
Raven ［Hoch et al., 2015］） に似て，チョウジタデ（広義）L. epilobioides Maxim. sensu lato （sect. Nipponia P. H. Raven 
［Raven, 1963; Wagner et al., 2007］）（文中ではタゴボウと記述）よりもはるかに大型であること，雄芯の数が8で
ミズキンバイに近いことから，和名としてはヒレタゴボウよりもアメリカミズキンバイの方が適していると指
摘しているが （小松崎 , 1966），なぜか和名としてヒレタゴボウを採用している．
一般的にどの和名を採用するかについては，主要な図鑑の見解が強い影響力を持っていると考えられる．そ
の後出版された図鑑には本種が掲載され始めており，笠原 （1968） は「日本雑草図説」でヒレタゴボウを採用し
ている．また，長田 （1972） は「日本帰化植物図鑑」でアメリカミズキンバイを採用し，別名をヒレタゴボウと
している．斎藤 （1976） はアメリカミズキンバイを採用し，別名をヒレタゴボウとして，1975年に手賀沼（柏市
柏下）での生育を報告している．また，長田 （1976） は「原色日本帰化植物図鑑」で先の見解を変更してヒレタ
ゴボウを採用し，別名をアメリカミズキンバイとしている．また，植村 （1977） は長田 （1972） を参照したこと
でアメリカミズキンバイを採用し，1976年の大阪府和泉市信太山の湿地における生育を報告し，本種が侵略的
であると考えられることから，早期防除の必要性を指摘している．大滝・石戸 （1980） は「日本水生植物図鑑」
でヒレタゴボウを採用し，別名をアメリカミズキンバイとして，本州・四国の水田や池沼の水辺で雑草化して
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Table 1. A list of Japanese names of Ludwigia decurrens in literature．
表1．各文献で用いられているLudwigia decurrens の和名リスト．

文献 採用和名 別名

村田 (1955) ヒレタゴボウ *
奥山 (1957) アメリカミズキンバイ *
奥山 (1958) アメリカミズキンバイ

山中 (1966) ヒレタゴボウ

難波 (1967) ヒレタゴボウ

小松崎 (1966) ヒレタゴボウ アメリカミズキンバイ

笠原 (1968) ヒレタゴボウ

長田 (1972) アメリカミズキンバイ ヒレタゴボウ

斎藤 (1976) アメリカミズキンバイ ヒレタゴボウ

長田 (1976) ヒレタゴボウ アメリカミズキンバイ

植村 (1977) アメリカミズキンバイ

大滝 ・ 石戸 (1980) ヒレタゴボウ アメリカミズキンバイ

竹松 ・ 一前 (1993) ヒレタゴボウ アメリカミズキンバイ

角野 (1994) アメリカミズキンバイ ヒレタゴボウ

清水ら (2001) ヒレタゴボウ アメリカミズキンバイ

大場 (2003) ヒレタゴボウ アメリカミズキンバイ

米倉 (2016) ヒレタゴボウ アメリカミズキンバイ

浅井 (2016) ヒレタゴボウ
*: Japanese name (nov.) ： 和名新称



いると記述している．竹松・一前 （1993） は「世界の雑草Ⅱ」でヒレタゴボウを採用し，別名をアメリカミズキ
ンバイとしている．角野 （1994） は「日本水草図鑑」でアメリカミズキンバイを採用し，別名をヒレタゴボウと
して，関東以西の各地に広がっていると記述している．
このように1990年代までの文献では，どの和名を採用するか，定まっていないことがわかる．斎木 （2016） は，
現在の多くの文献では L. decurrens の和名としてヒレタゴボウが用いられているが，アメリカミズキンバイもま
た別名とされていると指摘している．

2000年以降に出版された図鑑においては，清水ら （2001） は「日本帰化植物写真図鑑」でヒレタゴボウを採用
し，別名をアメリカミズキンバイとして，現在では関東から九州北部に侵入しているとした．大場 （2003） は
「日本の帰化植物」でヒレタゴボウを採用し，別名をアメリカミズキンバイとして，本州と四国に侵入している
とした．米倉 （2016） は「改訂新版日本の野生植物3」でヒレタゴボウを採用し，別名をアメリカミズキンバイ
として，本州から九州の水田などに侵入しているとした．また浅井 （2016） は「植調雑草大鑑」でヒレタゴボウ
を採用している．このように，2000年代以降に出版された主要な図鑑ではヒレタゴボウを採用し，別名をアメ
リカミズキンバイとする見解が主流になったと考えられる．

Ludwigia longifolia の和名

立花 （1968） は本種を園芸種リストに掲載しているが，この時点ではまだ和名を表記しておらず，学名 Jussiaea 
longifolia の記述に留まっている．斎木 （2016） は，名古屋市東山動植物園の記録を参照し，L. longifloria がアメ
リカミズキンバイの名で販売されている例を報告している．筆者らが知る限り，立花 （1971） が本種に和名アメ
リカミズキンバイを用いた最初の文献である．また，斎木 （2016） は千葉県館山市での野生化を報告すると同時
に，和名アメリカミズキンバイは現在の多くの文献で L. decurrens の別名とされていることから，L. longifolia に
も適用することは望ましくないと考え，ナガバミズキンバイを新称した．

両種の園芸における位置づけ

Ludwigia longifolia については，園芸の文献 （立花 , 1968; 1971; 1994） に掲載されているため，園芸目的で日本
に導入された可能性がある．しかし，立花 （1994） は「園芸植物大事典2」で L. decurrens と L. longifolia の両方
を掲載しており，和名については L. decurrens にアメリカミズキンバイを採用して別名をヒレタゴボウとし，L. 
longifolia にはアメリカミズキンバイを採用している．ただし，筆者らは，L. decurrens を園芸利用するという情
報は得ていない．これに加え，立花 （1994） では L. longifolia と考えられる植物の写真を L. decurrens として掲載
している．また，それと同じ写真を，清水 （1994） は「園芸植物大事典1」で，まだ日本への導入が知られていな
い種である L. bonariensis として掲載している．なお，L. bonariensis （Micheli） H. Hara は，別節 sect. Macrocarpon 
（Micheli） H. Hara の種である （Wagner et al., 2007）．
このように，園芸の文献においても混乱が見られる．そもそも，チョウジタデ属は外部形態での同定が難し
い分類群である．今後，国内における外来チョウジタデ属植物について，同定調査を進めていく必要があると
考えられる．

結論

和名アメリカミズキンバイは，2種 （L. decurrens と L. longifolia） に用いられているため，どちらの種を指して
いるのかわかりづらい状況にあった．両種は，植物体も比較的大きく，花も目立つため，侵入は比較的気づか
れやすいと思われる．今まで，L. decurrens については，新産地報告がなされてきたことから，旺盛な分布拡大
が起きたことがわかるが，L. longifolia については，立花 （1968） の園芸種リストに掲載されていたにもかかわら
ず，長期間にわたって野生化は確認されてこなかった．
一方，園芸利用では，L. longifolia のみが用いられてきたと考えられ，L. decurrensの利用実態は不明だが，ほ

とんど用いられなかったものと考えられる．これらのことから，最近まで各現場で両種を判別する機会はほと
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んどなく，和名が重複していても生物学的・園芸学的に大きな問題はなかったといえる．
しかし最近，斎木 （2016） によって L. longifolia の野生化が報告されたことで，特に外来生物として両種を野
外で判別する必要性が高まった．また，斎木 （2016） は，L. longifolia をナガバミズキンバイと新称したため，L. 
decurrens にはヒレタゴボウとアメリカミズキンバイ，L. longifolia にはアメリカミズキンバイとナガバミズキン
バイが併存する状態となった．すなわち両種には，それぞれアメリカミズキンバイ以外に固有の和名が命名さ
れている．そこで筆者らは混乱を避けるため，和名に先取権はないが，L. decurrens により古く，すでに多くの
図鑑類で採用されているヒレタゴボウを，L. longifolia にヒレタゴボウの別名とされることが多いアメリカミズ
キンバイではなく，ナガバミズキンバイとすることを提案したい．
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